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横浜市のすすめる健康経営
健康福祉局 保健事業課

経済局 ライフイノベーション推進課
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1-1 健康経営とは 横浜市の人口推計

2020年⇒2065年
15-64歳の労働力人口

－３１.1％

健康経営

福利厚生の一面

経営戦略の一面
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1-2 健康経営とは 何のための健康経営

健康経営の推進

健康の維持・向上
健康意識の向上
健康知識の向上
生活習慣の改善
自己管理能力の向上
就労意欲の向上
家族関係の向上
医療費負担の軽減

生活習慣病等の予防
認知症・介護予防
社会的孤立の予防
就労参加による所得増

受診率の向上
従業員の健康状態把握
健康投資意識の向上
従業員満足度の向上
就労環境の改善
医療費の適正化
アブセンティーズム改善
プレゼンティーズム改善

収益力の改善
従業員の定着率向上
採用募集状況の改善
ブランド価値の向上

医療費・介護費の適正化
所得増による税・保険料収入増
サービス需要の拡大による経済振興

従業員
（とその家族）

事業所

自治体・政府

社会全体の
利益に
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2-1 横浜市の健康経営の推進

横浜市の健康経営の推進

「横浜健康経営認証」制度

健康経営支援拠点の設置

健康経営の効果測定

その他、ハンドブックの発行等

企業支援・経済振興担当

市民の健康増進担当

経済局

健康福祉局

協力していただける民間企業の皆様

セミナー開催・認証制度の広報・支援拠点の運営等
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3-1 「横浜健康経営」認証制度

経済産業省・東京証券取引所 経済産業省・日本健康会議

横浜市 「横浜健康経営認証」

規模に関係なく 取組度合いに応じて認証

クラスAAクラスA クラスAAA

大企業等 中小企業等

上場企業のみ 1業種1企業

H28年度認証 28 事業所 H29年度認証57 事業所 H30年度認証199 事業所

とはいえ、市内12万事業所の 0.21％



第3回よこはま健康経営会議

3-2 「横浜健康経営認証」制度

クラスAAA

健康経営の取組結果を評価し、次の取組につなげている（PDCAサイクルを回している）事業所。

クラスAA

健康経営の推進体制の整備、従業員の健康課題の把握、健康行動の取組を実施している事業所。

クラスA
経営者が健康経営の概念を理解し、健康経営宣言等で明文化している事業所。

横浜健康経営認証のメリット
・認証マークを使用できます。
・市のHPで事業所を紹介します。
・保健師、栄養士、産業カウンセラーなどの派遣が受けられます。
・市中小企業融資制度で金利優遇や保証料助成があります。（AA以上）
・体組成計等の健康測定機器を貸し出します。（無料）
・よこはまウェルネスパートナーズに登録され、関連情報や企業間交流の機会を得ることができます。（後述）

横浜健康経営認証の認証クラス
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4-1 健康経営支援拠点の設置

市内の企業集積地に設置

より身近な場所での健康経営の取組を支援

セミナー・相談会・健康関連機器体験会等の開催

平成29年9月 新横浜ウエルネスセンター設置

平成30年7月 ＬＩＮＫＡＩ横浜金沢ウエルネスセンター設置
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4-2 新横浜ウエルネスセンター

⇒毎月、無料の健康経営に関するセミナー、健康測定機器体験を開催。

神奈川県横浜市港北区新横浜2-15-10 YSビル7F
（株）バイオコミュニケーションズが設置・運営。（横浜市補助）（非常設型拠点）
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4-3 LINKAI横浜金沢ウエルネスセンター

⇒毎月、無料の健康経営に関するセミナー、健康相談を開催。

金沢区鳥浜町13-7 集団検診センター等
（公財）神奈川県予防医学協会が設置・運営。（横浜市補助）（非常設型拠点）
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5-1 健康経営の効果測定

市内中小企業等（健康経営認証事業所）の従業員157名の協力

アンケート（before） アンケート（after）

1.健康リスク（睡眠不足、運動習慣、喫煙、ストレス等）
2.労働生産性損失の状況（プレゼンティーズム・アブセンティーズム）
3.年収
4.副次的効果

横浜市と東京大学政策ビジョン研究センターとで協力実施（平成29年度～）
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労働生産性損失コストは、低リスク（59万円）と比較して、中リスクは1.2倍（69万
円）、高リスクは2.9倍（172万円）大きかった。
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健康リスク

プレゼンティーイズム アブセンティーイズム

アブセンティーイズムは年平均2.5日（3.6万円）、プレゼンティーイズムは年平均
16.7%（73.0万円）であった。一人あたりの労働生産性損失は年間76.6万円であった。

（東京大学政策ビジョン研究センター、横浜市）

5-2 健康経営の効果測定 [H29の測定結果概要]
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6-1 健康経営ハンドブック（事例集）

平成30年4月発行！

※インターネットからもダウンロードできます。
「横浜市健康経営ハンドブック事例集」で検索。

・健康経営の取組み方法をステップごとに紹介
① 健康経営宣言
② 体制づくり
③ 従業員の健康課題の把握
④ 目標設定、計画立案
⑤ 計画に基づく取組
⑥ PDCAサイクルの実践

・市内企業による実践事例紹介
⇒中小企業経営者の要望である

「何をやってよいかわからない」
「どのようにやってよいかわからない」の声に対応
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6-2 クラスアップセミナー

「横浜健康経営」認証クラスA、クラスAA、
クラスAAAの認証のクラスアップに向けて、

健康経営宣言の必要性から、体制構築、評価
＆改善の方法まで、健康経営の具体的な導入
と実践方法を学びます。

「横浜健康経営」認証の事業所

クラスAAA 16.4％
クラスAA 29.2％
クラスA 54.3％

3/13(水)PM開催回 お申込み可能です
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6-3 よこはまウェルネスパートナーズ

横浜市の健康経営の推進 ヘルスケアビジネスの創出

ビジネスで健康経営
を支援する事業所

健康経営を実践する事業所

企業・団体の皆様と横浜市が連携して市民の健康づくりを進めるための、
「健康経営」の推進や健康関連ビジネスの創出に向けたオープンなネットワーク。
（H31年１月現在、376団体）

よこはまウェルネスパートナーズ

平成30年7月 横浜市医師会も特別会員として参加

総会の開催

マッチングイベント

ベンチャーピッチ

新規参入セミナー



＜事務局＞
横浜市 経済局/健康福祉局

(公財)横浜市体育協会
(公財)横浜企業経営支援財団

第3回よこはま健康経営会議

6-3 よこはまウェルネスパートナーズ

よこはまウェルネスパートナーズ

実践パートナー
健康経営を実践する市内企業・事業所

支援パートナー
実践パートナーやサービスパートナーの活
動を支援する市内外の企業・団体等（保険

者、業界団体など）

サービスパートナー
健康経営・健康関連のサービスを

開発・提供する市内外の企業・団体等

メディアパートナー
取組に関する情報を内外に発信する

市内外の企業・団体等

特別会員
(一社)横浜市医師会
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7-1 まとめ

ご清聴ありがとうございました。
引き続き、よろしくお願いいたします。

・ 健康経営が必要とされる社会的要因がある。
ただし、効果の実感には時間がかかります。

・ 横浜市の施策もご利用ください。
（必要な施策・サービスのご意見もお待ちしています）

・ みなさんと意見交換しつつ、市内への健康経営に普及を
行ってまいります。 ご協力をお願いいたします。
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